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1990 年代以降の日韓文化受容現象の構造分析
－ドーナツの穴から見えるもの－
尹　淨妍
　2004 年日本では、NHK で放映されたドラマ『冬のソナタ』の俳優ペ・ヨンジュンの異
常なまでの人気に代表される、韓流と呼ばれる文化現象が生じた。連日韓国の俳優や文化
に対する報道が行われ、韓国文化は韓流という大きな流れによって日本にこれまで以上に
浸透するようになった。そして、韓流は単なる文化交流の限界を越え、日本と韓国という
特殊な歴史背景により地理的には隣国でありながら社会的に遠い国であった日本と韓国の
交流を生み出した。
　一方、韓国においても 1990 年代に春樹現象という日本の作家、村上春樹が巻き起こし
た文化現象が存在していた。かつて支配される側であった韓国において、支配者であった
日本に対する感情が良いはずはない。また大韓民国政府樹立後、反日思想が政治的手段と
して用いられた韓国で、国民は自然に日本という国に対して反感を持つようになった。そ
んな中、1980 年代末、韓国では日本の 1960 年代にあった全共闘世代のような学生運動
世代が出現した。当時の若者たちは、韓国社会の中で喪失感と虚無感に悩まされていた。
そこに、村上春樹の作品が韓国に輸入され、日本人作家として初めてベストセラーを出し
たのである。村上春樹作品の爆発的な人気は、単にベストセラーになったというだけの一
時的な事件では終わらず、様々な日本の文化が韓国に流入していく大きな転機となった。
　村上春樹とヨン様。活躍している分野もブレークした時期も異なる二人だが、両国に
おける文化交流の主役であることは間違いない。そこで 1990 年代の韓国での春樹現象と
2000 年代の日本での韓流現象の構造を対比し、特殊な歴史的背景を持つ日韓両国におけ
る文化受容現象の中でも、予想を上回る結果をもたらしたこの 2 つの現象の構造を分析
することによって、日韓両国の文化受容の枠組みを明らかにしてみたい。
１．受容者を取り巻く環境－春樹現象の場合
　韓国において、村上春樹作品の主な読者層は 20 代という若い世代であった。では、彼
の作品が紹介され始めた 1990 年代はどんな時代であったのか。それは誰もが口を揃え
る、「変わっていく」時代であった。ソ連を始めとする東ヨーロッパの社会主義国家が次々
と解体され、韓国でも 30 年間続いた軍事政権に幕が降り、文民政府が始まった。自由な
文化活動にブレーキをかけてきたイデオロギーは古いものとされ、韓国の知識人は堅苦し
さを要求する純文学ではなく、大衆文化を通じて世の中の流れを読むと宣言した。結果、
今までの文学専門誌に替わって 1990 年代には大衆文化を専門的に扱う雑誌が多く創刊さ
れ、大衆文化批評家を自称する知識人たちが各ジャンル別コンテンツに関する分析や批評
をし始めた。
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　この時期の代表的な新造語に「X 世代」という言葉がある。英語で「X」は未知数の記
号であり、不確実なものを意味する。この「X 世代」の語源は 1991 年に発表されたカナ
ダ人作家ダグラス・クープランド（Douglas Coupland）の小説『ジェネレーション X』に
由来している。90 年代に青春を送る若者達を主人公にしたこの小説は、一躍流行となり
90 年代の若者を象徴する言葉として使われ始めた。ダグラス・クープランドによると、「X
世代」とは 1968 年を前後に生まれた世代であり、それ以前の世代からはよく理解できな
い新世代であるという。1990 年代の不景気が未来を奪い、その未来に対する不安を感じ
る「X 世代」は、高価なものをすべて拒否し、最小限のもので自分の人生を作り上げてい
こうとする社会と既成世代に反抗する世代であった。
　しかし、彼らは理由もなく反抗する反抗派ではなく、むしろ、どうしようもない現実と
戦っても勝算はないと把握した現実派であった。彼らは現実に適応しながら社会での幸せ
を求めず、ただ全てを簡単に解決しようとする。そうした傾向が彼らの人生にも反映され、
どんなことに対しても必要以上の努力をしようとしないのが「X 世代」である。そして、
一般的に韓国での「X 世代」は、反抗的で周りを気にしない個性派、考え方が前の世代か
ら変化しているという意味で使われた。月刊「チェクモイム」から「X 世代」150 人を対
象に行なったアンケートによると、この世代の若者は政治的な興味は全くなく、政治や経
済よりは流行、先端的テクノロジー、恋愛など、自分の生活に直接つながるものに関する
本を読むことがわかった 
1
。イデオロギーから自由になり、何より「個人」の意味を強く考
えた世代なのである。
　また、これまで人気のなかったヨーロッパ映画や、マ
ニアックな大衆文化にまで目を向け、自分とのコード
があっていれば積極的に受け入れる世代が「X 世代」で
あった。1992 年フランス作家主義映画 
2
『ポンネフの恋
人 Les Amants du Pont-Neuf』（1991）の興行成功がそ
の例であろう。韓国の新しい世代は、噴出する新しい
文化に対して、もう欲望を抑え切れなかったのである。
　この時期にはヒップホップやラップなどを歌う歌手
が登場し、大衆音楽界も大きく変わっていく時代であっ
た。1990 年代の韓国大衆音楽を語る時に欠かせない人
物、音楽界に新たなジャンルを作り出したパイオニア
がソ・テジ（Seo Taiji）である。韓国語でラップを歌う
のは不可能とされていた韓国大衆音楽界に、突如現れ
たソ・テジはセンセーションを巻き起こした。1992 年、
初めて韓国社会にラップとダンス音楽を紹介し、デ
ビューした年に新人賞と音楽大賞を受賞している。こ
1　ソウル新聞 1994 年 5 月 23 日。
2　映画監督アレクサンドル・アストリュックの「カメラ万年筆論」に始まり、批評家アンドレ・バザンが代表的。映
画は監督や脚本家の思想を体現した「作品」である。
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れは韓国大衆音楽界史上
初の出来事であり、彼ら
のデビューアルバム記録
170 万枚は、15 年が経っ
た 2007 年 現 在 で も 破 ら
れていない。次々と発売
されるアルバムでは常に
新しい音楽ジャンルを紹
介し、2nd アルバムでは
ヒップホップを、3rd アル
バムでは初めて社会、教
育問題を扱った歌詞を取
り入れ、メディアの攻撃を受けることになった。ギャングスタ・ラップを取り入れた 4th
アルバムは、発売されたその日だけで 55 万枚を売り上げ、大衆音楽界に新たな１ページ
を加えることになった。また舞台衣装としてスノーボードルックを使用し、その冬、スノー
ボードファッション業界は 40％という驚きの成長率をみせたのである。ソ・テジが紹介
した全ての音楽ジャンル、ファッションは韓国で流行した。また、一つのアルバムの活動
が終わると次のアルバム作業のため姿を隠しながら休養し、音楽作業を行うスタイルもソ・
テジから始まったのである。ソ・テジが送信するすべてのものは、当時の韓国社会にはこ
れまで存在しなかったもので、当然ながら「X 世代」の韓国の若者達は彼に熱狂し、「文
化大統領」という称号を付けられた。また、1997 年サムスン経済企画研究所で実施した「大
韓民国 50 年の歴史でもっともヒットした商品」で見事 1 位に選ばれ、今は百科辞典にま
でその名が載っている 
3
。
　ソ・テジとともに 1990 年代、若い世代の人気を集めたもう一つの文化コンテンツが、
村上春樹であった。「X 世代」と呼ばれる当時の韓国の若者たちは、政治色の濃い純文学
に対する興味を失くしつつあった。この出版界が全体的に沈滞気味だった当時の韓国で、
日本の作家村上春樹の作品が注目を集めたのである。その原因としては紹介された作品の
内容が絶妙なタイミングと言ってもいいほど、当時の韓国社会とかみ合っていたことが挙
げられる。しかし、原因は何であれ、第 2 次世界大戦以降の大韓民国政府樹立以来、日
本文化は固く禁じられていたため、日本人の書いた小説が韓国で読まれること自体、今ま
での時代とは区別できる新しい文化的トレンドの出現であったといえる。
　では、なぜこの時代に村上春樹だけが特別に韓国社会に受け入れられたのだろうか。そ
して、若者達の間で大流行を巻き起こしたのか。村上春樹の作品が韓国社会に受け入れら
れた時代背景や、受け入れられ方について見ていきたい。
　村上春樹の長編小説『ノルウェイの森』は、韓国で 1980 年代末に正式な契約もしない
まま 3 つの出版社から原題のままで出版されたが、注目を集めることはなかった。しか
3　http://logencyber.encyber.com/ ドゥサン n cyber 百科事典。
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し『喪失の時代』というタイトルで再出版されると、初年度だけで 30 万部の販売実績を
見せた。『ノルウェイの森』から『喪失の時代』にタイトルが変わっただけで、売り上げ
が伸びたということは何を意味するのか。そこで、後から付けられたタイトルに含まれる
「喪失」という言葉に注目してみたい。この「喪失」という言葉が、韓国の若者たちに小
説を手に取らせた原因だったのではないか。
〈1990 年代韓国で春樹現象を巻き起こした『喪失の時代』〉
　村上春樹は日本において 1960 年代末の全共闘世代
であり、彼の作品においても「喪失」がテーマになっ
ている。そして、春樹現象を起こした韓国の若者たち
も「喪失」感を抱えた世代であった。つまり、日本で
の 1960 年代末の全共闘世代の村上春樹、そして韓国
民主化運動世代の 1990 年代を生きる韓国の若者は、
何かを失った感覚に共感したのである。村上春樹の作
品が紹介された時期は、若者が激しい学生運動後に、
虚無感と自我喪失という問題を抱え、まさに社会問題
に対する関心が消滅した時期であった。若者たちが「個
人」と「自分」のあり方を考え始めた時代。それが
1990 年代の韓国社会であったと言える。
　そして村上春樹の作品が紹介された後から、社会問題を深く扱った韓国文学は姿を消し、
そこに春樹的な新しい小説の傾向が現れた。次々と紹介される日本文学も春樹風の作品で
あり、国内文学界には村上春樹の作品を模倣したと批判される作品が相次いだ。それは新
人作家から既存の作家まで幅広く、村上春樹が韓国文学界に与えた影響がどのくらいのも
のであったのかが予想できる。
　村上春樹の描く主人公の生活スタイルは、韓国の若者に様々な大衆文化への興味をもた
らした。そして。春樹の作品の中で紹介されるジャズ音楽や映画、本、ワインなど、一人
で楽しめる大衆文化コンテンツが韓国の若者に受け入れられていくことは、これからの韓
国社会が。これまでの家族中心から個人中心に変わっていくことを暗示していた。
1990 年代韓国の若者は、今まで味わえなかったものへの興味と憧れを抱き、大衆音楽界
に新たな歴史を作ったソ・テジに熱狂した。つまり、1990 年代において韓国の 20 代の
若者たちのキーワードは、最初から最後まで「個人」、「自我喪失と自分探し」、失ったも
のを取り戻そうとする「欲望」、そして既存のものとは違う、新しいものに対する「渇望」
であったといえる。それゆえ、村上春樹の小説、そして村上春樹自身は、今まで違和感を
持っていた日本の「もの」にもかかわらず、韓国の若者へと受け入れられ、春樹現象と呼
ばれるほどの文化現象を引き起こしたのである。
2．受容者を取り巻く環境－韓流の場合
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　次に韓流が起きた 2000 年代の日本社会を考えてみよう。2000 年代の日本はどんな社
会であったのか。韓国観光政策研究院のチェ・ジヨンによる韓国文化ブームの歴史の 3
段階に従えば、2002 年から現在の 2006 年までが日本での「韓流登場期」である。そこ
で以下から韓流が頂点に立った 2004 年に着目し、この時代の日本の中年女性を取り巻く
環境を見ていきたい。この頃の時代の世相を示すために、ここで 1 年間の流行を示した
流行語大賞を指標の一つとして提示したい。流行語大賞とは、1 年の間に発生したさまざ
まな「ことば」の中で、軽妙に世相を衝いた表現とニュアンスをもって、広く大衆の目・口・
耳をにぎわせた新語・流行語を選ぶとともに、その「ことば」に深くかかわった人物・団
体を毎年表彰するものである。つまり、その年に最も世間を騒がし、注目を集めた事柄を
発表する賞であると言ってもいいだろう。2002 年から現在まで、社会の注目を集めた出
来事を表す流行語を見ることによって、韓流が起きた当時の日本の社会環境を推測できる
と思われる。
　2002 年の流行語大賞には、タマちゃん、そして日韓共催であったワールドカップの 2
つが選ばれた。そして、2004 年の流行語大賞に、シドニーオリンピックで流行した「チョー
気持ちいい」や「気合だ～」に混じって「冬ソナ」が選ばれている。1 年を通して社会的にブー
ムになったといえる流行語の中には、政治的なキーワードや若手芸人の決め台詞ばかりが
目立ち、中年女性の関心を引くような言葉はほとんど見つけられない。これは、この時期
の日本社会に中年女性が中心となるコンテンツや、話題がなかったことを意味し、それは
この時期に中年女性をひとつの文化コンテンツを消費する枠として認める意識が低かった
ことが現れている。
　この様な状況で 2004 年に「冬ソナ」がトップテン入賞を果たした。この時期こそ、日
本で韓流が頂点を迎えた時期である。各新聞社で選ぶ流行語大賞ではヨン様や韓流が 1
位になり、そのパワーを実感させた 
4
。詳しい内容をみてみると、朝日新聞が発刊する時事
用語集「知恵蔵」で「ヨン様」が 2004 年 ‘World of the year’ に選ばれ、また三井住友系
列の SMBC コンサルティングで実施した今年のヒット商品の順位で関東地区 1 位に「冬
のソナタ」と韓流関連商品がランクされた 
5
。また日本最大の広告会社「電通」は 2004 年
の話題及び注目商品ベスト 8 位に「ペ・ヨンジュン」を選定した 
6
。
　情報番組では韓流を特集で扱い、空港に集まるヨン様のファンたちを「オバファン」と
称した。しかし、何と呼ばれようが気にせず、時には涙しながらヨン様を一目みた感想を
述べる中年女性の姿からは、ただ単に韓流を楽しむというだけではなく、これまでコンテ
ンツのメインターゲットとされてこなかった人々の興奮が伝わってこないだろうか。中国
や台湾など他の国では若い世代からの絶大な支持を受けている韓国製コンテンツだが、日
本での消費者は中年女性が中心であった。それはアジアの他の国に比べ日本の中年女性が
大衆文化を楽しめる時間的、経済的余裕があるのが原因なのか。それとも中年女性が楽し
める文化コンテンツが今までなかったことに由来するのか。前者も無視できない要素では
4 チェ・ジヨン『日本韓流消費者研究―韓流マニアと一般消費者の消費形態を中心に』（韓国文化観光政策研究院，
2004）p13。
5　SMBC コンサルティング（2004）「2004 年ヒット商品順位表」www.smbc-consulting.co.jp
6　電通（2004）www.dentsu.co.jp
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あるが、筆者は後者にその主な原因があると主張したい。次の図を見てみよう。
＜日本女性の年代別テレビ視聴時間＞  
7
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2:47
3:28 3:45
4:22
5:04
7～12歳 13～19歳 20代　 30代 40代　 50代 60歳以上
NHK が 2003 年 6 月に実施した全国個人視聴率調査によると、国民 1 人当たりのテレビ
視聴時間（週平均）は、1 日当たり 3 時間 42 分である。男女別に見ると男性は 3 時間 32 分、
女性は 3 時間 51 分で、テレビ視聴時間は女性の方が長い。また男女年齢層別、職業別に
見ると、60 歳以上の高年層や無職の人々が 1 日平均 5 時間以上テレビを見ており、ほか
の層に比べてかなり長い。次いで長いのは 50 代の女性、職業別には主婦のひとが 1 日 4
時間以上テレビを見ている 
8
。
　流行語大賞と日本女性の年代別テレビ視聴時間の結果から読み取れるものは何であろう
か。それはテレビを視聴している側が中年女性であるにもかかわらず、中年女性が中心に
なる番組があまり見られなかったことである。すなわち、もっとも大きい割合を示すテレ
ビ受容者層に応えるコンテンツが不在していたのだ。
　まさにそのとき『冬のソナタ』が日本に紹介され、潜在的需要を持っていた中年女性が
韓流ドラマにのめりこんだのである。この成功の理由には多くの研究者が主張してきたよ
うに、過去へのノスタルジーや言葉の美しさ、日本ではあまり見かけない男性像なども考
えられる。しかし、その前に韓流ドラマが日本社会で受け入れられる隙間が存在していな
ければ、韓流ブームはありえなかったのではないだろうか。韓国のマスメディアは韓国製
コンテンツのクオリティの高さをその理由として報道したが、韓国で成功したドラマで
あっても、日本ではヒットしなかった作品はいくらでもある。そう考えると、韓流の成功
の原因として韓国製コンテンツの質の高さは副次的な要因ではあるものの、主な原因であ
るとは言い難い。
　2005 年 11 月の資料によると、『冬のソナタ』の OST は 118 万枚、上・下で構成され
た小説が 122 万部以上、またガイドブック 47 万部、DVD/VIDEO が 47 万セット以上販
売されるなど、『冬のソナタ』の関連商品すべてが大ヒットを記録した。またドラマの撮
影現場を辿る観光ツアーが高額にもかかわらず人気を集めたのである 
9
。　　　
　では、韓流商品をこれほど消費した韓流の第一受容者である中年女性とは、日本社会に
おいてどのような世代であるのだろうか。それは端的に言ってしまえば、いわゆる団塊の
世代の妻たちであるといえる。戦後直後に出生したこの世代の人口数は他の年代に比べて
7　2003 年 6 月 NHK 全国個人視聴率調査。
8　NHK 放送文化研究所『テレビ視聴の 50 年』（日本放送出版業界、2003）。
9　チェ・ジヨン、前掲書、p11。
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目立って多く、そして遠からずシニア層に参入する世代である 
10
。この世代は経済的に豊か
であり、また消費の傾向として価格よりも品質を重視し、ワンランク上のものを求める上
級志向である 
11
。　＜日本で 5千個限定販売されたジュンベアー＞
　これはまさに韓流の商品を消費する中年女性の消費パ
ターンに当てはまることではないだろうか。2005 年 2 月
から 5000 個限定販売された「ジュンベアー」が 29800
円という高額にもかかわらず、購入競争率は 1000 倍で
あったことがその例と言えよう 
12
。
　またこの世代は、海外旅行の潜在的需要が非常に高い
ものの、現実に海外旅行を体験した比率は 20％以内に留
まっており、希望と現実との差が大きい。しかし、韓流
フィーバー以降、韓国を訪れる中年女性の数が急上昇し
たことは様々な報道や資料からすぐわかることであり、
隣国である韓国ツアー・ブームは中年女性が今まで挑戦
しがたかった夢を叶える場としても適していたと言える。
３．文化受容現象の核－コンテンツの不在
　
　筆者は「X 世代」の韓国の若者は単なる反抗派ではなく、現実派であると述べた。それ
は勝算のない戦いをし続けた学生運動時期とは違って、別のところから欲望を解消できる
方法を模索し始めたという意味においてである。何かを「失った世代」はその空白を埋め
られるコンテンツを潜在的に求めるようになる。そして既存のものを拒否し、新しい何か
を、新しい文化を受容したいという欲求が徐々に高まるのである。その欲求に応える形で
世に出たのが、ソ・テジで代表される韓国の新しい大衆音楽であり、村上春樹で代表され
る、今までの韓国の純文学とは違う新しい文学であったのだ。
　同様に、韓流当時の日本の社会的環境を見ると、中年女性が受容者層として中心となる
ようなコンテンツは見当たらない。データを読み解くと、中年女性は団塊世代の妻として
経済的に豊かなシニア層であり、またテレビに関心の強い世代であるにもかかわらず、彼
女達をメインターゲットにしたテレビ番組はほとんど見られなかった。つまり需要があり
ながら、シニア層に向けた番組というフィールドがあまり開拓されていなかったため供給
が不十分な状態であったと言える。こうした世代に潜在的欲求に応える形で韓流は日本に
紹介されたのである。
　ここで考えてみよう。筆者は 1990 年代の韓国で村上春樹が人気を博した原因が「個
人」、「自己喪失と自分探し」、そして失ったものを取り戻そうとする「欲望」、そして既存
のものとは違う、新しいものに対する「渇望」であったと述べた。これは韓流にのめりこ
10　喜多村治雄・橋本家利著『シニア世代のマーケティング戦略』（同友館、1999）p32。
11　同上、p48。
12　朝鮮日報 2005 年 1 月 23 日。
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む 2000 年代の日本社会の中年女性にも同じく適用できる言葉ではないだろうか。
　中年女性達は自由に使える時間が増え、また団塊の世代の妻として経済的にも余裕があ
る。しかし、長い間社会的に文化的コンテンツのメインターゲットとして扱われてなかっ
たため、積極的に楽しめるものがなかなか見つからない。そこで新しいものに対する「渇
望」が生まれるのである。
　筆者がもっとも注目したいのは「コンテンツの不在」である。かつて原善は村上春樹の
作品について語る論文のタイトルを「喪失感を共有させるドーナツ的ブラックホール」 
13
と
つけた。これは村上春樹の大好物ドーナツにたとえ、彼の作品の「空白」をドーナツの穴
のようであると表現したものであった。筆者はこのドーナツの穴をというたとえが、両国
で互いの文化を受け入れられた理由のたとえとしても用いることができるのではないかと
主張したい。これまでで述べた当時の韓国と日本の社会的状況を見ると見えてくるものは、
興味深いことに、二つの時代とも、両現象の主な受容者層が求めているコンテンツが、ドー
ナツの穴のように不在であるからである。
　コンテンツの不在、この一言に両現象の
原因を求めることはもちろん無理があるが、
大きな原因でなる事には間違いない。
　社会に自分たちの求める何かがかけてい
て、それを埋めようとした韓国の若者と日
本の中年女性は、その時代にそれぞれの国
でコンテンツの不在を実感した。1990 年代
の韓国には、社会的に一歩取り残された若者たちのイデオロギーとの闘いから戸惑う姿を
扱う作品やその後の絶望と虚無感を表現したものがなかった。そして 2000 年代の日本で
も同じことが起きる。ジェンダー意識が高まり、女性の権利を主張する声も大きくなった
ものの、当時の中年女性は振り返ってみれば所属も分からず、楽しめる文化コンテンツも
ない。
　両者は絶妙なタイミングで紹介された他国の文化から、まさに求めていたものを見つけ
たのである。『喪失の時代』は韓国の若者に、悩みを共感できる仲間を作り、社会から取
り残されたと強く感じた彼らに、違う文化と接することの出来る架け橋の役割さえ果たし
た。韓流はどうだろうか。ドラマ『冬のソナタ』は、まず、テレビ視聴時間がもっとも長
いとされる中年女性の性質に対し、気軽に自宅から鑑賞でき、海外旅行や韓国語学習など、
潜在的需要まで解消させてくれるコンテンツであった。そうした需要に応えられる文化コ
ンテンツが不在だったため、1990 年代の韓国では村上春樹の作品が、2000 年代の日本
では韓流が爆発的なブームになったのである。
13　 原善「喪失感を共有させるドーナツ的ブラックホール」（『村上春樹がわかる』朝日新聞社、2001）p10-13。
コンテンツの不在
40 41
日韓文化受容現象の構造分析
参考資料
岩渕功一『トランスナショナル・ジャパンーアジアをつなぐポピュラー文化』岩波書店、2001。
NHK 放送文化研究所編『テレビ視聴の 50 年』NHK 放送出版会、2003。
喜多村治雄・橋本家利『シニア世代のマーケティング戦略―巨大マーケットが起こす市場革命』同友館、1999。
キム・ヒョンミ『グローバル時代の文化翻訳』もうひとつの文化、2005。
キム・ヨンドク『日本放送開放と交流』韓国放送振興院、2002。
高野悦子・山澄義明『冬のソナタから考える私達と韓国のあいだ』岩波ブックレット、2004。
チェ・ジヨン『日本国内の韓国大衆文化商品の流通実態分析』韓国文化観光政策研究院、2004。
チェ・ジヨン『日本韓流消費者研究―韓流マニアと一般消費者の消費形態を中心に』韓国文化観光政策研究院、2005。
平田由紀絵『韓国を消費する日本―韓流、女性、ドラマ』bookworld、2005。
咸翰姫・許仁順『冬のソナタと蝶々ファンタジー―日本韓流を見てみる』小花、2005。
文学思想社資料調査研究室編『春樹文学ノート』文学思想社、1996。
吉見俊哉『メディア時代の文化社会学』新曜社、1994。
和田有子『シニア・マーケティング―21 世紀「消費の主役」を捉える』電通、2002。
（論文）
渥美孝子「空白を残したままの成長物語」（『村上春樹が分かる』朝日出版社、2001）。
イ・ギヒョン「脱地域的に受容される大衆文化の浮上と「韓流現象」をめぐる文化政治」（キム・スイ　編『韓流と
　　　　21C 文化ビジョン』CHEONGDONGGKEOWOOL、2006）。
イ・ドンヨン「韓流文化資本の形成と文化民族主義」（キム・スイ編『韓流と 21C 文化ビジョン』
　　　　CHEONGDONGGKEOWOOL、2006）。
イエン・アン「テレビドラマにみる文化的親密性」（岩渕功一編『グローバル・プリズム―＜アジアン・ドリーム＞　
　　　としての日本のテレビドラマ』平凡社、2003）。
伊藤守「九〇年代の日本のテレビドラマにみる女性性の表象」（岩渕功一編『グローバル・プリズム―＜アジアン・ドリー
　　　　ム＞としての日本のテレビドラマ』平凡社、2003）。
井口時男「伝達という出来事―村上春樹論」（『群像日本の作家村上春樹』小学館、1997）。
岩渕功一「日本大衆文化の利用価値―トランスナショナリズムとアジアに対する脱植民地的欲望」（ジョハン・へジョ
　　　　ン編『韓流とアジアの大衆文化』ヨンセ大学出版部、2003）。
奥山文幸「失われた固有名を追って」（『村上春樹が分かる』朝日出版社、2001）。
加藤典洋「「まさか」と「やれやれ」」（『群像日本の作家村上春樹』小学館、1997）。
萱沼紀子「村上春樹は日本人として初めてベストセラーを出した」（『村上春樹が分かる』朝日出版社、2001）。
キム・ヒョンミ「台湾の中の韓国大衆文化―文化翻訳と混成化の問題を中心に」（ジョハン・へジョン編『韓流とアジ
　　　　アの大衆文化』ヨンセ大学出版部、2003）。
越川芳明「ノルウェイの森」（ユリイカ『村上春樹の世界』青土社、2005）。
ジョハン・へジョン「グローバル地殻変動の兆候で読む「韓流熱風」」（ジョハン・へジョン編『韓流とアジアの大衆文化』
ヨンセ大学出版部、2003）。
中野収「なぜ「村上春樹現象」は起きたのか」（『ユリイカ・村上春樹の世界』青土社、2005）。
沼野充義「ドーナツ、ビール、スパゲッティ」（『ユリイカ・村上春樹の世界』青土社、2005）。
42
日韓文化受容現象の構造分析
43
パク・ジュンギュ「「冬のソナタ」とディアスポラ的アイデンティティ」（キム・スイ　編『韓流と 21C 文化ビジョン』
　　　　CHEONGDONGGKEOWOOL、2006）。
パク・ギス「韓流が韓流を越えるための人文学的考察」（キム・スイ　編『韓流と 21C 文化ビジョン』
　　　　CHEONGDONGGKEOWOOL、2006）。
原善「喪失感を共有させるドーナツ的ブラックホール」（『村上春樹が分かる』朝日出版社、2001）。
宮脇俊文「村上春樹・言葉の宇宙」（『ユリイカ・総特集―村上春樹を読む』青土社、2000）。
リー・ドンフ「日本のテレビドラマとの文化的接触」（岩渕功一編『グローバル・プリズム―＜アジアン・ドリーム＞
　　　　としての日本のテレビドラマ』平凡社、2003）。
韓国統計庁サイト http://www.nso.go.kr/
韓国日報サイト http://www.hankooki.com/
世界日報サイト http://www.segye.com/
朝鮮日報サイト http://www.chosun.com/
文学思想社サイト http://www.munsa.co.kr/
ぺ・ヨンジュン公式サイト http://www.yongjoon.jp
村上春樹ファンサイト http://cafe.naver.com/murakamian
流行語大賞公式サイト http://www.jiyu.co.jp/singo/
連合ニュースサイト http://www.yonhapnews.co.kr/
BAE　YONG　JOON　Official Homepage：http://www/byj/co/kr/
